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公開講演会

法政大学沖縄文化研究所

2020年11月4日（水）公開
法政大学沖縄文化研究所YouTubeチャンネル

お問い合わせ

httw.youtube.com/channel/UCcKhhqzK9DI1GtvQUDs4NUg

江戸時代の大名のなかで薩摩藩主島津重豪は異彩を放つ人物
であった。重豪の強い個性は、薩摩藩と琉球王府の関係にも
大きな影響を与えた。一方、中国（北京・福州）や日本（江
戸・鹿児島）へ使節を派遣し、海上貿易を基盤とした琉球王
府は、東アジアの貿易構造の変化などにより大きな転機を迎
えていた。江戸の幕府老中・大奥・使節員・商人・幕府隠
密・抜荷犯など、琉球との使節の往来（冠船・渡唐使節・上
国使者・継使者）に関わる様々な人々の姿を通して、時代の
転換期における薩摩と琉球の交流の様子とその特質を紹介す
る。

深瀬公一郎氏

法政大学沖縄文化研究所

「島津重豪の時代と琉球」

長崎歴史文化博物館客員研究員
沖縄文化研究所国内研究員

・沖縄文化研究所YouTubeチャンネルには、
以下のアドレスまたはQRコードからアクセスして下さい

・動画は、2021年3月31日（水）までの限定公開となります

https://www.youtube.com/channel/UCcKhhqzK9DI1Gt
vQUDs4NUg
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